
2024 年 1 月 1 日

輝かそう、私たちの未来を Let‘s shine our future

新年おめでとうございます。

2023－2024 年度、西日本区の皆様には、各クラブや各部で活発な地域奉仕・環境事業活動をさ

れ、多くの実施報告書をいただきましてありがとうございます。

1 月 1 日号の地域奉仕・環境事業通信では以下について報告します。

【今後実施予定の事業】

【各クラブの事業実施】

【2023－2024 年度 支援金の使用実績】

【ＳＤＧｓ×ユースアクション 2024 の募集について】

1．【今後実施予定の事業】

2024 年 3 月 3 日 奈良クラブ主催公開講演会

  チラシについては、2023 年 12 月 1 日に、地域奉仕・環境事業通信と同時に配信されています

が、今回は、概要を再度紹介させていただきます。

講師の田尻由紀子様は、2023 年 6 月の熊本で開催された西日本区大会のメネットアワーで講

演をされています。いお話しでした。代議員会と同時に開催されましたので、代議員会に参加さ

れて聞くことができなかった方、また熊本に行かれなかった方もいらっしゃると思います。よろ

しかったらご予定ください。お問合せは奈良クラブまで。

   「命と愛 子供は未来のたからもの」

  講師：田尻由紀子様（赤ちゃんポストの運営に中心的役割を果たされた元慈恵病院看護部長）

  解説：山下憲昭様（大谷大学名誉教授 奈良市地域福祉推進会議会長）

  日時：2024 年 3 月 3 日午後 1 時～4 時

場所:奈良公園バスターミナルレクチャーホール（近鉄奈良駅徒歩 7 分）

  主催:奈良クラブ 公益財団法人奈良 YMCA

２．【各クラブの事業実施報告書より】

  今回は、12 月 15 日までに実施報告書をいただいた分を掲載しております。

京都トップスクラブの 5 事業  ①ぐんぐんハウスじゃがいも等寄贈、

②京都聖嬰会じゃがいも等寄贈

③京都部ワイズデー

ワイズメンズクラブ国際協会西日本区

地域奉仕・環境事業通信
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④聖嬰会祭り

⑤聖嬰聖会卒業生テーブルマナー食事会

京都ウイングクラブの 3 事業 ⑥リ・ブラン 京都中京 カトリック衣笠教会バザー支援・サポート

⑦京都部ワイズデー

⑧社会福祉法人 成望館 支援事業

⑨京都部ワイズデー

⑩京都グローバルクラブ 第 1 回京都グローバルサッカーアカデミー

⑪鹿児島クラブ 谷山ヘリポート清掃事業

⑫広島クラブ  クリスマスリース贈呈

京都トップスクラブの 5 事業  

①ぐんぐんハウスじゃがいも等寄贈（2023 年 10 月 25 日）

社会福祉法人桃山福祉会 ぐんぐんハウス（障がい者支援施

設）

  恒例事業の一つで、石田会長、倉 CS 副委員長、Y サ鹿

取委員長、内山地域奉仕環境ウエルネス委員長で

じゃがいも 2 種類各 1 個 10 キロずつ（北海道農林、北海

道馬鈴薯）、じゃがいもかぼちゃ玉ねぎ詰め合わせ 1 箱、玉

ねぎ 1 箱 10 キロ、さつまいも 1 箱 5 キロ×2 箱を持参。

たくさんの箱をみて利用者の皆様、青谷施設長他職員の皆

様から、とっても喜んでいただけました。

ぐんぐんハウスでは、いつも皆様で出迎えてくださるので私たちもうれしいです。

②京都聖嬰会じゃがいも等寄贈（2023 年 10 月 22 日）

恒例事業の一つで、石田会長、倉 CS 副委員長、内山地域奉

仕環境ウエルネス委員長で

じゃがいも 2 種類各 1 個 10 キロずつ（北海道農林、北海道

馬鈴薯）、じゃがいもかぼちゃ玉ねぎ詰め合わせ 1 箱、玉ねぎ

1 箱 10 キロ、さつまいも 1 箱 5 キロ×2 箱を持参。

物価高騰する中で、例年より多くの食材をお届けすることが

でき、後日、杉野施設長からお礼のお電話をいただきました。

          

③京都部ワイズデー（2023 年 11 月 12 日）

場所:京都市動物園

    トップス参加者：大人32名、コメット8名  

うち運営担当 2 名 ⇒寺内 YS・内山 YS(サーキットクイズ象舎担当)

例会時の山下次期部長からのワイズデーへの参加呼びかけのおかげもあり、メンバー・

メネット・コメット、多数で参加する事ができました。

今期 CS の取り組みとして、前期より始まった動物園のエサ代支援を、来期では正式に

TOPS クラブの事業として活動できるよう意識をしているので、今回のワイズデーを通して

メンバーが少しずつでも京都市動物に感心を持つキッカケになったのではないかと思います。



素晴らしい企画をありがとうございました！

  

④聖嬰会祭り（2023 年 11 月 4 日）

  実施場所：児童養護施設 京都聖嬰会

参加者：TOPS参加人数13名 コメット3名 文教大学ボランティア 3名 計19名

京都聖嬰会、毎年恒例イベント『聖嬰会祭り』の出店

協力＆お手伝い。

コロナ禍で縮小していた一大イベントが調理・飲食

OK で本格的に復活！

TOPS からは聖嬰会さんからのご要望もあり『ヨーヨ

ー釣り』を出店 ♪

※ゲーム後に持ち帰ることの出来るヨーヨー釣りは、

聖嬰会の子供達の他、 近隣のお子様からも大人気で

す！

      

⑤聖嬰会卒業生テーブルマナー食事会（2023 年 10 月 30 日）    

リストランテ・DIVO-DIVA

参加者 卒業生 3 名とトップスメンバー18 名で合計 21 名

《目的》

毎年恒例のテーブルマナー例会に飽きたという声もメンバー内でちらほら…

メンバーの為ではなく、あくまで子供達の将来を見据えて始まった事業であるということ、

また、例会へのご招待では、円卓を共にしたメンバー以外とは、卒業生たちとコミュニケーションが



ないことなどを改善したく、今期は、規模は小さくなっても 『子供たちファースト』を理解し有志で参加

してくれるメンバーのみで実施。

卒業生から最後にひとこといただきました。

また、テーブルマナー例会の発起人、的場 ys から当時の思いを語って頂きました♪                

（以上 京都トップスクラブ地域奉仕・環境ウエルネス事業委員会委員長 内山 亜衣ワイズより）

京都ウイングクラブの 3 事業   

⑥リ・ブラン京都中京 カトリック衣笠教会バザー支援・サポート（2023 年 11 月 23 日）

  場所:カトリック衣笠教会

   リプラン京都中京の所員さんと職員の皆さんとカトリック衣笠教会にてバザーを行いました。

ウイングメンバーから寄贈していただいたワインや日用品やお花をして販売しました。

   結果、売上は 61,690 円となりました。クラブ支援金 7 万円と合計して 131,690 円を支援しました。

  

  

⑦京都部ワイズデー（2023 年 11 月 12 日）

  メン、メネット、コメット併せて 32 名が参加

  

⑧社会福祉法人 成望館 支援事業（2023 年 12 月 2 日）

成望館ふれあい祭りを実施する予定でしたが、(バザーや食べ物の販売)就労型Ｂ型施設の利用者さん

たちはコロナの影響もあり慎重な判断で中止を決定しました。

つきましては、成望館ふれあい祭りのクラブ予算全額 100,000 円を支援金として寄贈しました。

   （以上 京都ウイングクラブ地域奉仕事業 担当 篠原寿一ワイズより）



⑨京都部より、京都部ワイズデー （2023 年 11 月 12 日）

  京都市動物園入場者数 4,718 人のうちワイズ関係者の来場は 400 名近くございました。

また、ワイズデーの登録数は当日券 40 枚を含め 507 名の登録となりました事をご報告いた

します。この登録数はほぼ京都部のメンバー数です。

京都部が一丸となって開催できたのではないかと思っております。

何よりも多くのワイズメンをはじめ、友人などのゲスト、ご家族、お子様に沢山ご参加頂けました事、

本当に嬉しく思います。

サーキットクイズでは、一般の来園者を含め 3,000 名の内殆どがゴールまで参加いただき、

お菓子 750 セット、クリアファイル 2,000 部も配り切ることが出来、皆様に喜んで頂けたと

思いますしワイズメンズのPR が出来たと思います。

当初の目標であった、京都部全体が一丸となって取り組み、小さな一人一人の力が大きな波、

ウネリとなって大きな事業を成すと言う部分でとても良い事業になったのでは無いかと

思っておりますし、ワイズメンズの日々の活動を一般の方はもとよりメンバーにも感じて頂ける事業で

あったと思います。

お忙しい中お集まりいただいたメンバーに深く御礼申し上げます。

京都市動物園寄附金 500,000 円

            （以

上、京都部地域奉仕・環境事業主査 山田維久仁ワイズ（京都 ZERO クラブ）より）

⑩京都グローバルクラブ

第 1 回京都グローバルサッカーアカデミー（青少年育成事業）（2023 年 12 月 2 日）

   場所：:ミズノスポーツプラザ伏見

   京都グローバルクラブの新事業として、小中学生を対象としたサッカー教室

   （元 J リーガー原一樹選手を中心に元 J リーガー5 名で指導していただく。）

サッカーを通じて、自立心、協調性、マナー・礼儀、コミュニケーション能力を育むことを軸に開催させ

ていただきました。



当日は参加小学生 60 名、保護者 15 名、指導者 5 名、グローバルメンバー18 名

  ストレッチ、リフティング、ドリブル、

元 J リーガーVS 子どものサッカー対決

を子供たちは真剣に取り組んでいまし

た。サイン入りサッカーボール争奪じゃ

んけん大会では、子供たちは大声をあ

げ楽しんでいました。そんな子供たちを

微笑ましく見守る保護者のお顔が印象

的でした。

  参加いただいた皆様に喜んでいた

だいた大変有意義な事業となりました。

感謝。

         

   （以上、グローバルクラブ 森下 CS 委員長）        

⑪鹿児島クラブ 谷山ヘリポート清掃事業（2023 年 11 月 13 日）

  場所：鹿児島市谷山ヘリポート

   鹿児島 YMCA と協同で鹿児島市谷山港横の谷山ヘリポートの清掃活動を実施。

  ここは一般の人々が自由に出入りでき

るので釣りのメッカにもなっております。港

湾関係のドライバーの休憩所にもなってお

り、ゴミ投機が多い場所で毎年実施してお

ります。

YMCA チアダンスのメンバーとその親御

さん方、YMCA 賛助会員の企業『サナス』

の皆様方、鹿児島ワイズメンズクラブの総

勢 85 名が参加し、ゴミ袋役３０袋分のゴミ

を約 1 時間で拾いました。

ＳＤＧｓ活動の一環として、チアダンスの

メンバーの皆さんが学び多き活動になった

かと思います。日曜の早朝 7 時 30 分過ぎからの活動でしたが、多くの参加者があり、有意義な活動と

なりました。      

  （以上 鹿児島クラブ CS 担当 山口眞弓ワイズより）

⑫広島クラブ  2023 クリスマスリース贈呈（2023 年 11 月）

  広島クラブでは、メネット会がクリスマスリースを作成し、メンが 12 か所の施設に届けています。

  23 年継続する事業で、自宅で家族揃ってクリスマスを楽しむことのできない入所者の皆様に楽しんで

もらいたいと始めました。

広島ワイズメンズクラブメネット会は、クリスマスを前に、11 月 6 日（月）に広島ＹＭＣＡのワイズルー



ムにおいて、“クリスマスリース”の再点検を行いました。また、今回は、ネームプレートを新調しました。事

前に手分けして探した飾り付材料「オーナメント」を飾り終えると、リースは一段と見栄えのあるものになり

ました。     

11 月 18 日からは、広島クラブのメンが手分けして、広島市と周辺の 12 個所の各病院や施設に届けま

した。入所者の方々が毎年、クリスマスリースが届くのを楽しみにされていると感謝の言葉をいただきまし

た。

小さなネームプレートには、広島ＹＭＣＡ 広島ワイズメンズクラブと記名しています。

（以上 広島クラブ会長 藤川 洋）

  

3．【支援金の使用実績】

  2023－2024 年度の支援金の使用は以下の通りです（2023 年 12 月 15 日現在事業実施済み分）

   9 月実施  広島クラブ ホノルル発こどもミュージカル 「平和は翼に乗って」

   11 月実施  京都部ワイズデー

   12 月実施  京都グローバルクラブ グローバルサッカーアカデミー

   12 月実施  近江八幡クラブ 市民クリスマス

   12 月実施  名古屋グランパスクラブ  クリスマスキャロル

     

４．【Y‘s×ＳＤＧｓ Youth Action2024 の募集紹介】（12 月 1 日号より再掲載）

Y’s×ＳＤＧｓ Youth Action2024 の募集が行われています。

西日本区のホームページに掲載されています。応募要項等が出ていますので、詳細はそちらをご覧

ください。この事業通信では以下に抜粋して、スケジュールと Y’s×ＳＤＧｓ Youth Action とは何かを

お伝えします。

なお、応募は 2024 年 2 月 10 日までとなっていますので、日頃、YMCA でユースボランティアリーダ

ーとして活動しているユースをはじめ、ユースの方によびかけて応募していただきたいと思います。

スケジュール

  2023 年 11 月 15 日～2024 年 2 月 10 日  応募受付期間

  2024 年 3 月末まで  選考期間

  2024 年 3 月  採否及び助成金金額の通知及び助成金申請手続き  

  2024 年 5 月から１2 月末 活動期間（8 か月間）

  2025 年 1 月～3 月報告書及び助成金精算書の提出

    期間中に報告会（オンライン等）を実施予定（参加必須）



Y’s×ＳＤＧｓ Youth Action とは

   日本国内の YMCA とワイズメンズクラブ東西日本区による協働事業で国連が目指すＳＤＧｓ（持続

可能な開発目標）の 17 の項目を踏まえて、各地域における社会課題をその地域の未来を担うユース

自らが気づき、考え、解決に向けた活動（Action）を応援し、伴走していく事業です。このような活動を

やってみたいという若者たちのグループを YMCA やワイズメンズクラブ関係者、一般市民、学生や関

心のある地元企業、団体とに広く働きかけ、各地域における社会課題解決に向けた活動を推進し、社

会のため、人のために動き出す真のチェンジエージェントを生み出すことを目的とする。

５．【その他】

  各クラブや各部からの事業実施報告書と、事業実施に際しての支援金申請、お待ちしています。

また、ＳＤＧｓに関する卓話などの報告もお寄せください。


